
概要 

平素はお世話になっております。2013 年に ISO/TS 22002-4 が規格化され、FSSC 22000 のスキムオーナーである

FFSC は、食品包装材製造業のための PRP 仕様書として、PAS 223 に代わり、ISO/TS 22002-4 をベンチマークとして

認めました。 

ベンチマークとなって何が起こるのか? 

ベンチマークとなった結論として、PAS 223 からの変更は、要求事項ベースでは最小限であり、既に PAS 223 で FSSC 

22000 が構築されている場合は、ISO/TS 22002-4 に変更する際の追加要求事項はありません。文書と FSSC が紹介して

いるものとわずかな違いがありますが、FSSC のスキム要求事項には変更ありません。  

いつまでに ISO/TS 22002-4 への移行をすれば良いですか? 

既に認証を受けている場合は、定期的な FSSC 22000 審査の中で移行を実施することができます。 

加えて、FSSC は、以下の移行ルールをアナウンスしています: 

新しく FSSC 22000 食品包装材の認証を取る場合は、2014 年 11 月 1 日より ISO/TS 22002-4 が適用される。 

既に FSSC 22000 食品包装材の認証を取られている場合は、2015 年 11 月 1 日より ISO/TS 22002-4 が適用され

る。 

さらなる情報は、以下の URL より入手可能です: 

 http://www.fssc22000.com/documents/news-items/21052014-pas223-iso.xml?lang=en 

審査プロセス － FSSC 22000 食品包装材: 
PAS 223 から ISO/TS 22002-4 への
移行につきまして

CLIENT INFORMATION NOTE

http://www.fssc22000.com/documents/news-items/21052014-pas223-iso.xml?lang=en


質問及び追加説明: 

さらなるご質問などがありましたら、japan-tech@lrqa.comまでご連絡をお願いいたします。 

サンプリング

活動エリアで問題が特定できないとしても、それは完全無欠を意味しているわけではないことを忘れないでください。審査は、

サンプリングテクニックを用いて行われますので、審査中に、常に問題が発見できるとは限りません。内部監査など、ご自身の

マネジメントシステムを監査する際にもご確認願います。

守秘義務 

報告書の内容を含み、審査中に組織にて得られたすべての情報は、組織の同意なしに開示することはいたしません。ただし、

FSSC 22000 のスキムオーナーから要望があった場合を除きます。 

追加情報 

LRQA では、御社のパフォーマンスを増加し、リスクを低減させるために、さまざまなサポートが可能です。LRQA ジャパン

のホームページ https://www.lrqa.com/jp をご確認ください。 

お問い合わせ
詳細については、
https://www.lrqa.com/ja-jp/
をご覧ください。

LRQAリミテッド
〒220-6010
横浜市西区みなとみらい2-3-1
クイーンズタワーA10階

本書に示すすべての情報が正確かつ最新であるように、LRQA リミテッドでは細心の注意を払っています。ただし、情報の不正確さや変更について当社は一切の責任を負いません。
LRQA は、LRQA Group Limited およびその子会社の商号です。詳細については www.lrqa.com/entities をご参照ください。© LRQA Group Limited 2022 
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